
難
民
調
査
担
当

前
項
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に

難
民
の
認
定
に
関
す
る
同
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
、第
十
号
、

第
十
五
号
及
び
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務

違
反
審
査
担
当

前
項
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
、
第
二
十
三
号
及
び
第
二
十
四

号
に
掲
げ
る
事
務

審
判
担
当

前
項
第
二
十
一
号
、
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
事
務

並
び
に
異
議
申
立
て
に
関
す
る
同
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
十
五
号

及
び
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事

務
（
審
査
管
理
担
当
、
在
留
管
理
情
報
担
当
、
就
労
審
査
担
当
、
留

学
審
査
担
当
、
研
修
・
短
期
滞
在
審
査
担
当
、
永
住
審
査
担
当
及
び

難
民
調
査
担
当
が
分
担
す
る
事
務
を
除
く
。）

実
態
調
査
担
当

前
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務

情
報
管
理
担
当

前
項
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
事
務
（
在
留
管
理
情
報
担
当
が
分
担
す

る
事
務
を
除
く
。）及
び
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務

名
古
屋
入
国
管
理
局

審
査
管
理
担
当

前
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
二
号
、

第
二
十
七
号
及
び
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
第
二
十
九
号

に
掲
げ
る
事
務
（
就
労
審
査
担
当
、
留
学
・
研
修
審
査
担
当
、
永
住

審
査
担
当
及
び
審
判
担
当
が
分
担
す
る
事
務
を
除
く
。）

就
労
審
査
担
当

就
労
（
技
能
実
習
を
除
く
。）を
目
的
と
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
、
前

項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
二
十
九
号

に
掲
げ
る
事
務

留
学
・
研
修
審

査
担
当

留
学
、
研
修
、
技
能
実
習
、
短
期
滞
在
及
び
文
化
活
動
を
目
的
と
す

る
外
国
人
に
つ
い
て
、
前
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
八
号
か
ら
第
十

号
ま
で
及
び
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務

永
住
審
査
担
当

前
項
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
、
難
民

の
認
定
に
関
す
る
同
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第

十
五
号
及
び
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
身
分
又
は
地
位
に

基
づ
く
活
動
を
目
的
と
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
、
同
項
第
一
号
、
第

六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務

審
判
担
当

前
項
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
異
議

申
立
て
に
関
す
る
同
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
十
五
号
及
び
第
二
十

九
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
務
（
審
査
管

理
担
当
、
就
労
審
査
担
当
、
留
学
・
研
修
審
査
担
当
、
永
住
審
査
担

当
が
分
担
す
る
事
務
を
除
く
。）

実
態
調
査
担
当

前
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務

大
阪
入
国
管
理
局

審
査
管
理
担
当

前
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
二
号

に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務
（
就
労
・
永
住

審
査
担
当
、
留
学
・
研
修
審
査
担
当
及
び
審
判
担
当
が
分
担
す
る
事

務
を
除
く
。）

就
労
・
永
住
審

査
担
当

前
項
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
、
難
民

の
認
定
に
関
す
る
同
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第

十
五
号
及
び
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
就
労
（
技
能
実
習

を
除
く
。）及
び
身
分
又
は
地
位
に
基
づ
く
活
動
を
目
的
と
す
る
外
国

人
に
つ
い
て
、
同
項
第
一
号
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第

二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務

留
学
・
研
修
審

査
担
当

留
学
、
研
修
、
技
能
実
習
、
短
期
滞
在
及
び
文
化
活
動
を
目
的
と
す

る
外
国
人
に
つ
い
て
、
前
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
八
号
か
ら
第
十

号
ま
で
及
び
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務

第
八
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

入
管
法
第
十
九
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
事
実
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
二
項
の
表
東
京
入
国
管
理
局
の
項
中 「

調
査
第
一
担
当

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
摘
発
を

定
に
違
反
す
る
行
為
を
助
長
す
る
組
織
（
以
下

に
関
す
る
違
反
事
件
を
除
く
。）に
関
す
る
も
の

必
要
と
す
る
違
反
事
件
（
入
管
法
の
規

「
背
後
組
織
」
と
い
う
。）に
属
す
る
者

」
を
「

調
査
第
一
担
当

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
摘
発
を
必

定
に
違
反
す
る
行
為
を
助
長
す
る
組
織（
以
下「
背

関
す
る
違
反
事
件
を
除
く
。）に
関
す
る
も
の
及
び

要
と
す
る
違
反
事
件
（
入
管
法
の
規

後
組
織
」
と
い
う
。）に
属
す
る
者
に

第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
務

」
に
改
め
、
同
表
名
古
屋
入
国
管
理
局
の
項
中
「

調
査
第
一
担
当

前
項
第
八

に
属
す
る

号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
摘
発
を
必
要
と
す
る
違
反
事
件
及
び
背
後
組
織

者
に
関
す
る
違
反
事
件
に
関
す
る
も
の

」
を
「

調
査
第
一
担
当

前
項
第
八
号

に
属
す
る
者

に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
摘
発
を
必
要
と
す
る
違
反
事
件
及
び
背
後
組
織

に
関
す
る
違
反
事
件
に
関
す
る
も
の
並
び
に
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
務

」
に
改
め
、
同
表
大
阪
入
国
管
理
局
の
項

調
査
第
一
担
当

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
摘
発
を
必
要
と
す
る
違
反
事
件
及
び
背
後
組
織

に
属
す
る
者
に
関
す
る
違
反
事
件
に
関
す
る
も
の

」
を

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
摘
発
を
必
要
と
す
る
違
反
事
件
及
び
背
後
組
識

に
属
す
る
者
に
関
す
る
違
反
事
件
に
関
す
る
も
の
並
び
に
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
務

」
に
改

「調
査
第
一
担
当

「 中め
る
。

審
判
担
当

前
項
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
異
議

申
立
て
に
関
す
る
同
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
十
五
号
及
び
第
二
十

九
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
務
（
審
査
管

理
担
当
、
就
労
・
永
住
審
査
担
当
及
び
留
学
・
研
修
審
査
担
当
が
分

担
す
る
事
務
を
除
く
。）

実
態
調
査
担
当

前
項
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務

情
報
管
理
担
当

前
項
第
二
十
七
号
及
び
第
二
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務

広
島
入
国
管
理
局

福
岡
入
国
管
理
局

入
国
・
在
留
審

査
担
当

前
項
第
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
及
び
第
二
十
七
号
か
ら
第
二
十
九

号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
（
審
判
担
当
が
分
担
す
る
事
務
を
除
く
。）

審
判
担
当

前
項
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
異
議

申
立
て
に
関
す
る
同
項
第
二
号
、
第
六
号
、
第
十
五
号
及
び
第
二
十

九
号
に
掲
げ
る
事
務
並
び
に
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
務
（
入
国
・

在
留
審
査
担
当
が
分
担
す
る
事
務
を
除
く
。）

平成™›年�月�日 金曜日 (号外第˜›Ÿ号)官 報

第
九
条
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
六
号
」
に
、「
第
二
十
一
号
」
を
「
第
二
十
六
号
」
に
、「
第
二
十
四
号
」
を「
第

二
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中「（
東
京
入
国
管
理
局
成
田
空
港
支
局
、
東
京
入
国
管
理
局
羽
田
空
港
支
局
、
名
古
屋
入
国
管
理
局
中
部

空
港
支
局
及
び
大
阪
入
国
管
理
局
関
西
空
港
支
局
の
総
務
課
に
お
い
て
は
、
第
十
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。）」
を
削

り
、
同
条
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
す
る
。
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